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平成３０年第３回狭山市定例教育委員会会議録 

 

開 催 日 時   平成３０年３月２７日（火） 

          午後１時３２分から午後３時４９分まで 

 

開 催 場 所   市役所 ５階 教育委員会室 

 

出  席  者   教   育   長    向 野 康 雄 

教育長職務代理者    吉 川 明 彦 

委  員    橋 本 秀  樹 

委  員    宮 﨑 英 子 

委  員    後 藤 邦 江 

 

欠  席  者   な し 

 

委員及び傍聴人を除くほか、議場に出席した者の氏名 

 

生涯学習部長  滝 嶋 正 司       次長兼教育総務課長  杉 田 幸 伸 

学校統廃合担当課長  吉 村  憲      社会教育課長  田 中 肇 夫     

中央公民館副館長  内 出 智 美     中央図書館長  奥 冨  悟 

スポーツ振興課長  五十嵐 和 也 

学校教育部長   井 堀 広 幸     参事兼教育指導課長  和 田 雅 士 

書    記    吉 澤 俊 充 

 

会議の公開・非公開  議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号及び議案第１３

号については、個人に関する情報が含まれ、また、公にするこ

とにより、意思決定の中立が損なわれるおそれがあることから、

非公開とした。 

 

傍 聴 者 数  ０名 

 

報告事項 

・平成３０年第１回狭山市議会定例会の概要について 

報告者（生涯学習部長） 

   （学校教育部長） 

（要旨） 

    会期は、２月２３日（金）から３月１９日（月）までの２５日間であり、議

案は５４件で、それぞれ原案のとおり可決された。一般質問については、 

１６名で、うち教育委員会関係は９名であった。土方隆司議員から教育につい

て、内藤光雄議員から学童保育室の保育時間の延長について、金子広和議員か
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ら小・中学校について、三浦和也議員から学校の規模と配置の適正化について、

町田昌弘議員から武道館について、綿貫伸子議員から学校での危機管理体制に

ついて、笹本英輔議員から教育について、加賀谷勉議員から障害者福祉の充実

について、高橋ブラクソン久美子議員からヤングケアラーについて、それぞれ

質問があり、それに対する答弁の内容について報告がなされた。 

 

・富士見集会所耐震補強外工事完了に伴う再開館等について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

  富士見集会所は、耐震補強工事、改修工事に伴い９月から臨時休館していた

が、工事が完了し４月２日（月）から再開館する。なお、事務所機能について

は、３月１２日から再開している旨の報告がなされた。 

 

・平成２９年度冬期企画展の開催結果について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

  博物館の冬期企画展「レッツキャリー展 収蔵品にみる運びもの」は、 

１１月３日（金）から２月２５日（日）までの９３日間開催し、延べ 

７，２６０人、１日当り７８人の入館者があった。関連事業として、「冬のま

いまい体験講座」、ギャラリートーク等を開催した。なお、アンケートの結果

では、８４％が「とても良い」「良い」との回答をいただいている旨の報告が

なされた。 

 教育委員からの質疑等では、小学校の社会科見学の時期と重なったというこ

とであるが、見学に来た小学校は市内かとの質疑に、市内から１０校以上、ま

た、所沢市や入間市からも来館している旨の答弁がなされた。 

 

・平成３０年度春期企画展の開催について 

報告者（社会教育課長） 

（要旨） 

  博物館では、春期企画展「トリック 3D アート展」を３月１０日（土）から

５月１３日（日）までの５７日間開催する。日本を代表する３Ｄアート作家と

して知られる当市在住の服部正志氏の作品を展示している。来場者自身に立体

絵画の一部となって体感してもらい、また、自由な発想で写真撮影も楽しめる

企画となっている。また、期間中、関連事業として、「七夕の妖精おりぴぃ ト

リック 3D アート撮影会」や「春のまいまい体験講座」を開催する旨の報告が

なされた。 

 

 ・平成２９年度狭山市立公民館・富士見集会所利用者アンケート調査（利用者満足

度調査）について 

                            報告者（中央公民館副館長） 
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（要旨） 

    今年度で３年目の調査となり、施設設備や職員の対応についての利用者の意

見等を今後の公民館の運営に反映し、更なる運営の充実を図ることを目的に 

１０月の１か月間改修工事中の富士見集会所を除く市内の全公民館で実施し

た。調査項目は、継続して比較するため昨年度と同様の内容とし、新たな設問

として夜間休館についての理解を問う項目を設けた。調査は、夜間休館につい

ては、７６．７％の方に理解をいただいているという回答であり、全ての項目

で昨年よりも肯定的な回答をいただく結果となっている。また、指定管理３館

については、指定管理となった平成２２年度以降直営館とは別に毎年実施して

おり、総合評価では、「満足」「やや満足」の割合が全体で７８．４％と非常

に高い数値を示している。なお、直営館の総合評価も７５．２％となっている

旨の報告がなされた。 

    教育委員からの質疑等では、昨年よりも、総合評価が良くなっていると思う

が、この調査結果の活用の方法はとの質疑に、全ての職員に配布し、内容を把

握するよう通知している旨の答弁がなされた。指定管理館と直営館の差異はと

の質疑に、どちらも同様に職員の対応は高評価をいただいているが、指定館は

公民館活動が１００％業務となっているので、直営館よりも多岐にわたった事

業が展開されていたところは評価されていたと思う旨の答弁がなされた。 

 

・平成３０年度狭山市公民館基本方針・重点目標について 

報告者（中央公民館副館長） 

（要旨） 

第５次狭山市生涯学習基本計画に設定した「自己を磨き社会を支える豊かな

学びの振興」の基本目標を達成するため、４本の基本方針を掲げそれぞれに重

点目標を定め、各公民館はそれぞれの地域の特性を踏まえた重点目標を定め事

業に取り組むものである旨の報告がなされた。 

 

・第２次「狭山市子ども読書活動推進計画」パブリックコメント実施結果について 

報告者（中央図書館長） 

（要旨） 

平成３０年２月１日（木）から２月２８日（水）までの１か月間、意見募集

を行った。意見を頂戴したのは、１団体で、７件の内容であった旨の報告がな

された。 

    教育委員からの質疑等では、学校司書は、現時点で狭山市内の小中学校に何

名いるのかとの質疑に、平成２９年度６名おり、各中学校をベースとし、必要

に応じて小学校に派遣する形をとっている旨の答弁がなされた。司書が来てい

ることは、子どもたちに分かるようになっているのかとの質疑に、図書ボラン

ティアと一緒に貸し出し業務を行ったり、ポスターや掲示物を作ったりとそう

いったことで分かるのではないかと思う旨の答弁がなされた。調べ学習は、ア

クティブラーニングには欠かせないことだと思う。インターネットで調べるの
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は簡単であるが、本を調べることで、調べる本来の目的とはまた違った興味が

わいてくる子どももいると思う。子どもたちの調べ学習をサポートするために

も、専門の司書を各学校に配置できるようにしてもらいたいと思っているが、

人材の発掘というのは難しい現状なのかとの質疑に、新しい人を入れるという

ことでは、非常に苦労しているところもある。しかしながら、図書館の機能を

充実していくことは子どもたちにとって有意義なことであるので、最近では並

行読書、例えば国語科で、ある作品を学習したときにその作品を書いた作者の

本を集めて、教科書と並行してその同じ作者の作品を読むといった使い方もで

てきており、今後図書館の機能の拡充に努めて行きたい旨の答弁がなされた。 

 

 ・平成３０年度社会体育事業計画について 

                           報告者（ス ポ ー ツ 振 興 課 長） 

（要旨） 

平成３０年度に実施予定の各種教室及び各種行事、スポーツ団体が開く事業、

また、学校体育館施設開放事業について、報告がなされた。0 

    教育委員からの質疑等では、長期休業期間中でも、今回、中学校の体育館が

開放されるということで、利用者は大変喜んでいる。小学校の体育館も何日間

かでも開放してもらいたい旨の意見に、少しでも多く開放できるような取組は

引き続きしていきたいと考えている旨の答弁がなされた。いろいろな教室や行

事があるが、最近人気があるのはどんなことかとの質疑に、傾向としては、手

軽に取り組めるウォーキングなどに参加者が多くなっている。親子で参加でき

る体操教室も好評である。また、日本体育大学との連携協定に基づいて行って

いる「日本体育大学の講師教室」は、トップレベルのコーチングの体験である

とかトップレベルのスピード感あふれるプレーを間近に見られるというとこ

ろで大変好評であった旨の答弁がなされた。 

 

 ・サマーリフレッシュウィークに係る市立幼稚園、小中学校の学校等閉庁について 

                           報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

    昨年度より、埼玉県教育委員会が始めたサマーリフレッシュウイークに併せ、

本市においても学校業務が閑散期となる８月中旬に夏の省エネ、省資源の推進

及び教職員の働き方改革の一環として、教職員の休暇促進と健康増進を図る目

的で閉庁したいと考えている。なお、閉庁期間は毎年８月１２日から１５日の

４日間とする旨の報告がなされた。 

    教育委員からの質疑等では、近隣他市の状況はとの質疑に、既に、入間市、

日高市、川越市は、昨年度より閉庁としている。所沢については、学校長に任

せ学校ごとの対応である。飯能市は、平成３０年度より閉庁とする状況である

旨の答弁がなされた。 

 

 ・平成２９年度狭山市立小学校・中学校・幼稚園 自己評価及び学校関係者評価（報
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告）について 

                           報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

    今年度の傾向としては、学校の自己評価と学校関係者評価間で大きな評価の

差は認められず、ほぼ同様の内容となっている。特に学校運営全般については、

概ね自己評価も学校関係者評価もＢ又はＡの評価をしているところがほとん

どである。全体的にいえる課題としては、ここ数年の大きな課題となっている

家庭学習の習慣化が図られていないというところの評価について、多くの学校

でＣをつけている。教育委員会としても、その点については重く受け止めて非

常に難しい課題ではあるが家庭学習の習慣化がより図れるよう工夫に務めて

いきたいと考えている旨の報告がなされた。 

    教育委員からの質疑等では、家庭学習とあいさつにＣがついていたが、大方

出来ていると思っている。引き続きこれに慢心することなく指導してもらいた

い旨の意見がなされた。主に中学校での家庭学習への取組に低い評価がされて

いるところが気になった。小学生のときからの課題かもしれないと言っている

ところもあったが、小学校では習熟度別や少人数指導などに取り組んでいる。

ということは、ＰＴＡの協力がとても大切で、ある中学校での取組では生徒に

ノートを渡し家庭学習の様子をみるようなことをしていたが、それがそのまま

直結するわけではないが、ＰＴＡに働きかけていくことが大切かと思うので、

検討してもらいたい。また、ある小学校では、授業の中でＩＣＴをよく活用し

ており、それにより視覚的にも訴えられ、なんといっても授業中、子どもたち

が顔を上げて勉強できるというところが非常に良いと思った。そういった良い

ところを相互に各学校で取り入れ活用してもらいたい旨の意見がなされた。評

価表のフォーマットは、基本的なものがあり、各学校で項目の内容を変えてい

るという認識でよいかとの質疑に、そのとおりであり、基本的なフォーマット

があり、学校や地域、子ども、教職員の実態に応じて評価項目を増やしたり言

葉を変えたりと学校独自の評価表を作っている旨の答弁がなされた。 

 

 ・平成３０年度狭山市立小中学校人事異動の概要について 

                            報告者（教育指導課長） 

（要旨） 

    小学校は、転入者が１３名であり、全て経験人事異動である。転出者は、 

１３名のうち経験人事による者が１１名、残り２名が一般人事である。新採用

は、主幹教諭に２名、教諭等が１２名である。再任用者は、教諭が１３名、事

務職員が１名である。臨任者については、教諭、助教諭、養護教諭、事務職員

併せて６３名である。中学校は、転入者は６名であり、そのうち３名が経験人

事である。転出者は、主幹教諭１、教諭６の７名である。新採用は８名である。

転補は、養護教諭と併せて１１名である。退職者は、教諭が１２名、事務が 

１名の１３名である。再任用は、２２名であり、２０名が教諭でそのうち４名

が初任者を指導する拠点校指導教員である。臨任者は、１６名である。加配等
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については、学力向上ということで全ての学校に少人数指導の教科での加配が

なされている旨の報告がなされた。 

 

・各種審議会等の会議結果概要について 

報告者（社会教育課長） 

（教育指導課長） 

（スポーツ振興課長） 

   （中央公民館副館長） 

（要旨） 

平成２９年度第５回狭山市社会教育委員会議、平成２９年度第２回狭山市い

じめ問題対策連絡協議会、平成２９年度第２回狭山市立富士見集会所運営審議

会、平成２９年度第２回狭山市スポーツ推進審議会及び平成２９年度第２回狭

山市公民館運営審議会の開催結果について、その概要の報告がなされた。 

 

 ・狭山市教育委員会後援名義の使用行事一覧について 

                            報告者（社会教育課長） 

                              （教育指導課長） 

（要旨） 

    スポーツ振興課関係３件及び社会教育課関係７件の申請があり、審査の結果、

使用許可を行った旨の報告がなされた。 

 

 

議   案 

 

議案第８号 狭山市教育委員会事務局等の職員の勤務時間に関する規程の一部を改

正する訓令 

 

 狭山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の改正に伴い、休憩時間の

変更の対象となる職員に係る規定を改めるため、提案がなされたものである。 

 

議案第８号については、原案可決した。 

 

 

議案第９号 狭山市立小・中学校の規模と配置の適正化に関する基本方針について 

 

 平成１９年に基本方針を策定してから１０年が経過することから、「狭山市立

小・中学校の規模と配置の適正化に関する基本方針」を改定するため、提案がなさ

れたものである。 

 

 教育委員からの質疑等では、入間川地区の中学校については、減少するとのこと
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であったが、今回、小規模のまま推移するとあるが、この要因はとの質疑に、将来

推計などでは入間川地区の生徒数が伸びており、駅前開発等の関係が影響している

のではないかと考えている旨の答弁がなされた。 

 

議案第９号については、原案可決した。 

 

 

議案第１０号 狭山市立富士見集会所長の任命について 

 

狭山市立富士見集会所長中尾善充氏の任期が平成３０年３月３１日をもって満

了となることに伴い、細田明氏を任命するため、提案がなされたものである。 

 

議案第１０号については、原案可決した。 

 

 

議案第１１号 狭山市スポーツ推進審議会委員の任命について 

 

 狭山市スポーツ推進審議会委員の任期が、平成３０年３月３１日をもって満了と

なることに伴い、新たに委員を任命するため、提案がなされたものである。 

 

議案第１１号については、原案可決した。 

 

 

議案第１２号 狭山市スポーツ推進委員の委嘱について 

 

 狭山市スポーツ推進委員の任期が平成３０年３月３１日をもって満了となるこ

とに伴い、新たに委員を委嘱するため、提案がなされたものである。 

 

 教育委員からの質疑等では、今回から公募の方もいるが、面接は行っているのか

との質疑に、全ての方の面接を実施している旨の答弁がなされた。 

 

議案第１２号については、原案可決した。 

 

 

議案第１３号 平成３０年度狭山市教育委員会管理職の人事異動について 

 

 平成３０年度狭山市教育委員会管理職の人事異動を実施するため、提案がなされ

たものである。 

 

議案第１３号については、原案可決した。 

以 上 


